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         講師： 高橋純子さん（朝日新聞解説委員）他 参加者数：講演６３人、分科会 46人 場所： レグザムホール 企画運営: 

全国フェミニスト議員連盟サマーセミナー香川実行委員会 

     全国各地の女性議員や県内の議員、一般市民など 2日間 

で延べ 109名が参加して開催されました。  （参加者の感想） 

「高橋純子さんの基調講演では、常套句に頼らず自分の言葉で 

発信することを。また、その後のトークセッションでは 2人の女性 

議員の体験談を通して、議論ができない SNSの世界が広がる 

中、他者への想像力を養い、あきらめず、ひるまず前進していくこと 
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◆９月１１日（木） 10：00～１１：３０ 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 

 

◆９月２３日（火・祝) 13：30～15：00 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 
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参加者数：２１人   場所：学習研修室 3 

      講師：織野 雅子さん（防災士） 

子どもたちが主体的に参加できるワークがあり、親子で防 

災について考える機会となった。実際の防災リュックを見て 

住んでいる地域のハザードマップを 

見ながら、今日からできることを一 

緒に考えることができた。（感想） 

「色々な災害があることを知った」 

「防災食の種類の多さに驚いた」等 

（資料：内閣府 男女共同参画局 「共同参画８月号」） 

 
 

【令和 7年度 女性のチャレンジ賞】 

 
 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画週間の行事として、６月２７日に内閣府で「令和７

年度男女共同参画週間キャッチフレーズ・女性のチャレンジ賞表

彰式」を開催しました。三原じゅん子内閣府特命担当大臣（男女

共同参画）、女性活躍担当大臣が挨拶され、次に「未来ウーマン

応援大使」の入江聖奈氏（東京 2020オリンピック競技大会ボク

シング女子フェザー級金メダリスト）が挨拶されました。また岡田

恵子内閣府男女共同参画局局長から表彰概要説明がありまし

た。その後、男女共同参画週間キャッチフレーズ表彰と女性のチャ

レンジ賞表彰がありました。 

 三原大臣は、冒頭の挨拶で、自分らしくチャレンジしている女性を

応援する機運を高めるため、新たに任命した「未来ウーマン応援

大使」の入江聖奈氏を表彰式に迎えることとした旨を紹介し、受

賞者に対し益々の活躍を祈念する旨を述べ、祝意を表しました。 

入江聖奈氏は、オリンピックにおいて金メダルを獲得後は、大学

院に進学しカエルの研究をしており、スポーツから理系の道へ進

む道の中では困難なことが沢山あったが、「自身の好きなことには

真剣に向き合いたい」との思いがこれまでの自分を支えてきたと、

自身の経験を紹介しました。最後に、未来ウーマン応援大使の活

動を通じて、自分の挑戦する姿がロールモデルになるよう、カエル

の研究に邁進していきたいと述べました。（一部抜粋） 

「自分に合った職業って何？ 
職業興味検査をしてみよう！！」 

◆９月８日（月）①１０：００～ 
②１１：００～③１３：００～④１４：００～  
定 員：4人 

講 師：森井 久美子（キャリアコンサルタント・

センター相談員） 

場 所：相談室 B  参加費：無料    

 

  

 

 

 

 

７月５日（土）に第１回市民フェスティバル実行委員会が

開催され、フェスティバルの日程や講演会の希望講師な

どについて話し合われました。８月９日（土）の第２回市民

フェスティバル実行委員会では、講演会、ワークショップ、

パネル展の他に今年はバザーやお笑いライブなど開催も

することになりましたので、お楽しみに！ 

フェスティバルのテーマは「自分色に輝く未来へ！」に。

講演会の講師は、上智大学法学部教授の❛三浦まりさん❜

に決定しました。専門はジェンダーと政治、福祉国家論、ケ

アと民主主義論。ジェンダーギャップの国際比較や国内の

地域比較などを通じ、ジェンダー平等な社会を実現する 

 

 

         

      企画運営：ヒロシマ被爆朗読の会＠香川 

参加者数：５３人 

同会を立ち上げた広瀬多加代さんは今回で最後の出演と

なった。「生きることの大切さを伝え続けたい」と言われた 

ことが心に響いた。（参加者の感想） 

「迫真の朗読を最前列で聞いて、あ 

まりの惨さに心が潰されそうになり 

ました」「朗読"遺言状"の感謝の言 

葉「幸福でした」に心が震えました」 

 

 

 

 

 

 

  

企画運営：高松鉄道模型同好会、参画センター他      

参加者数：延３０４人 

今回は、お盆中の開催でしたが、初めて来てくださった方、 

毎回来て下さる方も多かったです。 

（参加者の感想） 

「前回来て楽しかったので、また来 

ました」「中四国管区の車両の規格 

が多かったので、他の全国の車両も 

見れたらうれしいです」等。 

 

 

 

         

   講師： 髙橋 美佐子さん（助産師） 

参加者数：８人   場所：学習研修室３ 

（参加者の感想） 

「小さい頃から性教育は必要なことを知れて良かった。家 

庭での教育が大切な事がわかった」 

「今回初めて性教育について学んだ 

ので、これを機会に少しずつ知識を 

増やしていきたい」「子どもと参加し 

たが、しっかり聞いていた」等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性のチャレンジ賞（個人４名）、女性のチャレンジ支援賞（団体

１先）、女性のチャレンジ賞特別部門賞（テーマ：男女共同参画

の視点に立った防災・復興、個人２名）が決定され、表彰状と記

念品のトロフィーを授与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

「小さく始める再スタート 

～私にできる「1歩」って？～」 

◆９月 18日（木）１０：３０～１１：３０ 

講 師：平井 久子（センター職員） 

参加費：無料   定 員：先着 10人 

場 所：学習研修室３ 

託 児：あり、（1週間前までに要予約） 

 

 

 

 

 

 

  

 

の重要性を実感しました」 

「2日目の分科会では、災害と 

女性、選択的夫婦別姓と同性 

婚、子どもたちへの支援などに 

ついて現場で活動している方 

たちからお話を聴き、これからの 

活動への思いが強くなりました」 (↑講演中の高橋純子さん) 

 

 

ための法政策の研究を行っています。また、意思決定に

おける多様性を確保するために、女性やマイノリティの

政治参画やクオーター制の研究を行っています。ケアに

満ちた社会を構築するための民主主義のあり方につい

て考えています。講話をお聞きするのが楽しみです。 

フェスティバルの日程は、１１月１５日（土）午前中の

お笑いライブ（未来館１階）からスタート。午後は三浦ま

りさんの講演会を開催します。１１月３０日（日）まで約２

週間の日程の中で、いろいろな催しがありますので、たく

さんの市民の方に来ていただきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

〇男女共同参画週間キャッチフレー

ズ表彰 
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◆９月２０日（土) 13：30～15：00 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     
 

 

 

11月に<２０２５高松市男女共同参画市民フェスティバル>が開催されます 

 


